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第一革緒  言

第二軍實験方法

第三草賢験成綾

第一節 豚血滴ノ各型人血球二醤スル凝集

    贋

次

 第二餓 正常豚血渦中ニハ人血球ノ型特異

    性異種血球凝集素ガ含有セラレテ

    排ルカ否カニ就テ

第四章鰭  論

   文  戯

第一革緒   言

 各種動物正常血清ノ人血球二勤スル凝集慣ノ「型的差異」二關スル研究チ志シ，既二4回二

夏ツチ1買；ノ研究成績テ護表シタガ本篇二於テハ豚血液テ「型的差異Jノ立場カラ分類ラ試セタ

ノデ英ノ結果テ髪二報告シ榛ト思7．

 豚血清ガ各型人血球二対シテー薩ノ凝集便テ示サスシテ人血球ノ型ニヨツテ「型的菱異」テ

示スモノガアル事ハ1925年二Dδ1fcrU〕ノ認メテヰル産デアル．之ヨリ先1922年鳥居武雄121

氏ノ業績ハアルモ此ノ馳二就テハ充分ナル説明ガ無イ穣二思ハレ且叉賢験方法二於テ若千不

備ノ離ガアル様二思バレル．次デ宮崎捨吉（3〕，上道清一t41ノ爾博士ハ夫々別個二各種動物

血清ノ人血球二対スル凝集贋ノ「型的差異」ノ研究二従事セラレ，豚血清二裁テハ宮崎氏ハ3

種類二，上道民ハ4種類二分類セラレタ．1931年水美登利博士伽ハ豚血液二就テ講紬ナル

検索ノ締果テ護表セラレ英際豚血清ハ5種類二分類セラレタ．

 以上ノ諸家ノ報告ニョレバ，豚血清ノ人血球二鞘スル凝集贋ノ「型的差異」二關シテハ最早

研索ノ饒地ハ無イ榛二思バレル．然シ乍ラ前4回二夏ツチ余ノ護表シダ戒綾テー見スルニ

「型的塞異」ノ出現ノ頻度，程度等ハ夫々動物ノ種類ノ異ルニ從ツデー定ノ型ガアル様二思バ

レル．

 余ノ今回ノ研究ノ目的ハ賢二兆ノ間ノ關係テ知ランガ爲二行ツタモノデアツテ從ツチ種々

ナル動物血清二就チノ研究ガ必要トナルノデアル．即チ余ガ敢テ豚血清二就テ賛験ヲ試ミタ

所以デアル．
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第二章 賓 験 方 法

 血清 豚血液ふ屠場ヨリ得タ．耐シテ探吹セル血液チ室温二放置シテ血清テ分離セシメ之チ遠心機二装

置シテ清澄ナ血蒲テ僧テ，之チ撮氏56座ノ温浴中二30分聞加温シ，非働性’トナシテ蟹験二供シダ．

 血球ユ・5％ノ割二桐糠酸曹達ヂ地ヘタ生理的食麗水ニテ凝固テ嚇イダ血液ヲI生理的食麗水ニテ藪回流淡

シ，沈澱血球刈生理的食盤水チ以テ1％ノ血球浮游液テ作ツチ之チ使用シダ．而シテ各型血球ハ出ズ2

人以上ノモノテ使閑シダ事ハ前回ト同様デアル．

 凝集反腰瞼査法第一一報ト金ク同様ノ實験方法及貿験注意ノ下二行ヅタノデ鼓ニハ省略スル．

第三章費験威綾

第。節 豚血清ノ各型人血球二対スル凝集峻

 第1表乃至第5表二示ス如ク総藪80頭ノ正常豚血清ノ各型人血球干封スル凝集贋テ検査シ

ダ結果テ通覧スルニ，豚血清ハ共ノ凡テニ於テ人血球二割スル異種血球凝集素テ含有スル事

テ認メタガ英ノ程度ハ勿論豚ノ個性ニヨツテ可成リ差異ノアル事テ確護シ得ター師チ余ノ賢

験範園二於テハ最高256倍，最低2偶稀緯血清迄凝集反磨陽性ノ程度デアツ久更；之等ノ

豚血清中各型人血球二対シテ略等シイ凝集贋テ示スモノガ42頭（約53タ6）アルガ，特二或ル特

定ノ型ノ人血球二対シテハ血球ノ被凝集性ノ個人的塞異チ遥二凌駕シテ「型的差異」チ赤スモ

         一第1表各型人血球二略等シイ凝集贋ヲ示スモノ

森。型千理1㎎㌔奴、。型1理集、型1脳

52

26

29

33

42

47

11

18

28

36

43

49

51

60

63

70

3

12

14

22

24

128    128    128  ミ  128

1：ll：∴l
ll：1■l111：

32＝ 32  32  32
16     工6    －16     16

16     16     ：16     16

16 ．  16     16     16

1二 1二 1二 1：

1・l1・1・1・
16     16     16     16

16     16     16     16

16     16     16     16

16     16     16     16

10     10     10     10

 8   8   8   8

 8   8   8   8

 8    8    8    8

 8    8    8    8

30

31

38

48

53

55

61

64

75

76

77．

80

2

8

17

21

32

40

44

78

39

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

5

4

4

4

4

4

4

4

2

色

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

5

4

4

4

4

4

4

4

2

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

5

4

4

4

4

4

4

4

2

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

8

5

4

4

4

4

4

4

4
2・
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第2表Aレツェフトル」テ有スル人血球ニノミ高イ凝集慣ヲ示スモノ

ふ 凝 集 慣 ふ 凝 集 慣

蒲番號
○型   A型   B型   A皿型

清番號 ・型・型理1・・型

59 ユ6 256 32 128 34 8 64 8 64

58 16 128 32 工28 57 8 64 8 64

62 16 128 16 128 41 8 64 4 32

ユ9 ユ6 128 4 ユ28 6 4 64 8 64

37 8 128 8 128 9 4 64 4 64

71 8 128 8 128 54 8 32 8 32

72 8 128 8 128 23 8 32 4 32

20 16 64 8 64 68 8 32 16 32

35 16 64 8 64 1O 4 32 4 32

50 16 64 8 64 4 5 20 5 工O

81 8 64 16 64 79 4 16 4 ユ6

5 8 64 8 64 74 2 16 2 8

ノガ38頭（約仰％）アル．

 此ノ「型的藷異」チ目穣トシテ正常豚血清テ分類シテ見ルト次ノ様ニナルノデアル、

 第一類各型人血球二野シテ略等シイ凝集硬テ示スモノ（第1表）．

 此ノ型二慶スル血溝ノユ例ラ表示スルナラバ第6表I二示ス如キモノデアツテ期檬ナ血清

ハ42例（都］53％）アツタ．

 第2類Aレツヱプトーノレ」テ有スル人血球二封シテノミ特二高イ凝集贋テ示スモノ（第2

表）．

 此ノ型二圏スル血清ノ1例ヲ學ゲルナラバ第6表II二示ス如キモノデアル．斯濠ナ血清

ハ24例アツテ総数ノ3q％二相當スル．

 第3類Bレヅェプトール」テ有スル人血球二勤シテノモ0型及A型人血球二鉤スルヨリ

モ穐高イ凝集慣ヲ示スモノ（第3表）．

 此ノ型二属スル血渚ノー例テ表示スルナラバ第6表m二示ス如キモノデアツテ此ノ型二

麗スル血清ガ3例デ約4％二相當スル．

 第4類O型人血球二郵シテノミ低イ凝集便テ示シ，他ノA型，B型，AB型人血球二到

シテハ高イ凝集便テ示スモノ（第4表）．斯様ナ血清ノA型及B型血球二封スル凝集贋ハ大

髄二於テ大差ナイ榛二思ハレル．

 此ノ型二麗スル血清ノ1例テ表示スルナラバ第6表IV二示ス如キモノデアツテ斯様ナ血

清ガク例デ纏藪ノ約g％二相當スル．

 第5類 0型及遍型人血球二封シテ，A型人血球二到スルヨリモ高イ凝集債テ示スモノ

（第5表）．

此ノ型二属スル血清ノ］例ヲ示スナラバ第6表V二示ス如キモノデアツテ斯様ナー血涛ガ

4例デ総藪ノ5％二相欝スル．
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第3表1Bレツェフトール」テ有スル人 第  6  表

181

血球ニノミ高イ凝集慣テ示スモノ
血清時 豚 人 血清稀瞬倍数性ニヨ 血

ふ
血

凝 集 僚 ル分類 蒲 球 248163264工28256512
清番臨＼ ・剛 ・型い型1 A乃型 O 拙糾糾冊甘甘十 一   一

65 8 8 32 I6 A 拙仲冊甘十七＃十 ，     一

16 4 4 32 32 I型 第52號 巫 榊冊冊甘甘十十十 ■      一

27 4 4 16 16

AR 耕珊糾什什せ十 一     一

第4表 O型血球ノモニ低イ凝

集便テ示スモノ 0 冊舳。1一一一
A

凝 集 償 II型 第59號
柵糾耕柵什什甘・1一

豚血イ船 丑

・型1・理
冊糾舳・「一一

蒲番號 ○型 A型 AB 冊糾糾十十代件十 一     ，

69 8 64 64 64

6ア 16 32 64 32 1O 十十代十 一    ・    ■    一    一    ・

25 8 32 32 32
 1・第65號

什什十 一    一    一    ■    一    一

66 4 32 16i 32 III型
46 4 16 32 16

1B

拙冊什井 1≡］一一一
73 4 16 16 16 A旭 糾榊什十 一   一   一   一   一

45 2 」8 ・・1 8

O
第5表A型人血球ニノミ低イ凝 ’

舳十1一一一一一一
A 帯冊拙什十十十 一   一   一

集慣ヲ示スモノ 1V型 第69號
B 冊拙鼎什せ十 ■    一    ・

× 凝 集 贋 AB 排柵併什甘十 一    I    一

清番験
。型」・型」・型 A把型

0
I ，

冊州・1一一一一一
1 40 ユ0 20 20 A 什・［≡ 一    □    一    一    一

15 ユ6 4 16 ユ6 V型 第I5號 丑 柵糾せ十 ｝   一   一   一   一13 8 2 8 8

7 4 2 8 4 AB 冊什村十 ■    一    一    一    一

血球ニノミ高イ凝集慣テ示スモノ

第4表 O型血球ノモニ低イ凝

   集便テ示スモノ

森      凝  集  償    ・型1・型1・型1・理

69

6ア

25

66

46

73

45

8

16

8

4

4

4

2

64

32

32

・・

ll

・」

64   64

64   32

32   32

16i32
32   16

16   16

・・1・

第5表A型人血球ニノミ低イ凝

  集慣ヲ示スモノ

 以上ノ如ク豚血清ノ各型人血球二部スル凝集贋ノ「型的差異」テ目標トシテ分類スル時ハ豚

血清ハ5型二分類スル事力’拙來ル．

第二節 豚血清中ニハ人血球ノ型特異性異種血球凝集素ガ

    含有セラレテヰルカ否カニ就テ

 豚血清ノ或ル種ノモノニ於テハ人血球二勤シテ「型的差異」ヲ示スモノガアル事ハ前節二於

テ講述シダ塵デアル．既二兆ノ事費カラシテモ豚血清中ニハ人血球ノ型特異性異種血球凝集

素チ含有スルモノガアル事テ推定出來ルノデアッテ之二開シテハ水博士｛5〕ノ詳細ナ實験デ

此ノ事費テ謎明サレタ！デアル．余モ亦之二就テ追試テ試ミ略同様ノ威繍テ得タノデ極ク簡

箪二代表的ノモノ各1例ラ撃ゲル事トシタ．
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實験方法第1報ト全ク同様ノ實験方法及實験滝意ノ下二符ヅタノプ省略シダ．

 師チ正常豚血清ニハ人血球二対シテ種族特異性異種血球凝集素ヲ含有スルト同時二或ル種

ノ豚血清．二於テハ

 1．人血球ノAレッエブトール」二勢スル特異性異種血球凝集素ヲ合有スルモノ（軌！）（第7

表）．

 2．人血球ノ彊・ノツェフトル」二靭スル特異煙異種血球凝集素テ含有スルモノ（β！）（第8

表）．

 3．人血球ノAレツェフトール」及招レツェフトール」二対スル型特異性異種血球凝集素ト

ヲ併有スルモノ（蜆’β！）（第9表）．

 4．人血球ノAレッエプトール」或ハEレツエブトル」二対スル特異性異種血球凝集素ノ

葉ノ何レヲモ合有シナイモノ（o）（第10表）．

 等ノ血清ノアル事ヲ追讃シ得タ．

       第7表No．37豚血清ノ各型人血球ニコル吸着試．験

慶直前 人Oニテ吸着 人Aニテ吸着 人把ニテ吸着

＾OA嘔A1B60A正1A1B  ≒

0A週AE OA鴉A丑■

2 什耕冊冊1 一冊一冊 一■一 D， 一耕一州
4 壮拙朴柑 P一料一科 一  一   一  一 一冊一一科
8 十柵十糾1 一州一仕 一   一  一  ’ 一耕一科
16 一仕一十十 一仕一仕 ■   一  一  一 一料一十十
32 一件一升 一仕一十 一  ’   一  一 一号i＋
64 一冊一。1 一十一十 一  ・  一  一 一十一十
ユ28 一十一十 一±・一 ■  一  一   一 一  一   一  ’

256 一  一   一   一 一  一  一  ■ 一    一    一    一 一  一  一  一

策8奉 No・16豚血清ノ各型人血球ニコル吸着試験

慶直前 人0ニテ吸着 人A一テ吸着 人Bニテ吸着

OA1BAB 0ABAR 0A：BA遇 OA鴉AB
2 甘甘冊朴 一一 絜 一一 B耕 一    ■    ・    一

4 十十耕拙 一一 絜 一一
? 一     ・     一     一

8
一一 d十十 一一 ﾐ付 一一 ¥十代 ■    一    一    ■

ユ6

一一 d付 一一 ¥十 一一 ¥十 一   一   ，   ■

32
一一 ¥．十

一    一    一    一 一    一    一    一 口    ‘，   ■    一

64 ・    一    ■    一 一    一    一    ’ 一    ■    一    一 一    一    一    一

ユ28 一    一    一    一 o    一    ■    一 一    一    一    一 ・    一    一    、

256 一    一    一    一 一     一     一     ， 一    I    一    一 一     一     一     一

人・一テ囎1
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第g表No．ク3豚血清ノ各型人血球ニョル吸着試験

魑直前 ○人ニテ吸着 i 人Aニテ吸着 人＝Bニテ吸着
I

0AEAB 0ABAB 0ABA1B OA：BAB
2 什糾拙冊 一新拙冊 一’ �F 一冊一柵
4 十朴甘冊 一十十代什 一一 繒¥十 一井一片
8 一片什什 一仕什十十 一一 ¥十 一十一十
16 一十十十 一十十十 一一 }一 一士一±
32 一  一  一  一 、    一    ■    一 一   一     ■   一 一     ・   ．     一

64 一    一    ・    一 ，     一   一   一 一     一   一   一 一     一   一   口

工28 ■   ■   一     ・ 一   一   一   一 一     一     I   一 一   一   一   一

256 一   一     一   一 ■      一      一      一 ■       一    一       一 一      ・      一      一

策10表 No．26豚血清ノ各型人血球ニコル吸着試験

■1慶直前 人Oニテ吸着 人Aニテ吸着 人通ニテ吸着
旧」

0AEA丑 OA丑AB OABAB OA乃AR
2 糾冊冊拙 I    一   一    ・ 一    一    一    一 一一 一一・

4 榊糾柑柵 I一、，  一一■・  一   一 一    一    一    一 ．一・   I    一   一

8 十十料十十十十 一    一    一    一 一   一   ■   一 一    一    一    ・

16 什朴什十一 ・   一   一   一 一    一    ・    一 一  ・  一  一

32 十十十十 一    ■    一    ・ ・    一    一    一 一   一   ■   一

64 ■    一    一    一 一    一    ・    一 一    一    ■    一 一    ■    一    1

128 ■    ■    一    一 一    ■    一    一 一    一    ・    ■ ■    一    一    一

256 ■    一    一    一 一    一    一    一 一    一   一   一 一    一    一    ・

第四章結  論

 正常豚血清ハ程度二於テハ幾分ノ差異アルモ何レモ人血球二対シテ異種血球凝集素ヲ含有

スルト同時二，或ル種ノモノニ於テハ人血球ノ型ノ異ルニ從ツチ「型的塞異」デ示ス．英ノ理

商ハ亜常豚血清中ニハ人血球ノAレツエプトル」二野スル特異性凝集素（α’），或ハ昭レッ

エプトール」二対スル特異性凝集素（β’），叉ハAレツエブトール」及Eレツエプトール」二対

スル特異憧凝集素デ併有スルモノ（砒’β’）ガアル爲デアル．

 此ノ「型的差異」ヲ目標トシテ分類スル時ハ豚血液ハ血清ノ立場カラ5型二分類スル事ガ出

来ル．

 縄藪80頭二就チノ調査成績デ之二從ツチ分類スルナラバ，

 第1類 各型人血球二対シテ略同程度ノ凝集便ヲ示スモノ42頭（53％）（o型）．

 第2類 Aレツェフトール」テ有スル人血球ニノミ高イ凝集贋ヲ示スモノ24頭（30％）（〆

                【鵬】
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型）．

 第3類Bレツエブトール」チ有スル人血球ニノミ高イ凝集便ヲ示スモノ3頭（4％）（β’

型）．

 第4類O型人血球ニノミ低イ凝集慣テ示シ，他ノ型ノ血球二対シテハ高イ凝集贋ヲ示ス

モノ7頭（9％）（α・β・型）、

 第5類0型及B型人血球二謝シテハ，A型人血球二割スルヨリモ穫高イ凝集贋テ示ス

モノ畑（5宕）．

 以上ノ如ク5型二分類スル事州昧タ．

文   厭
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